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症例報告

下顎切歯部にみられた過剰歯の1例

戸塚盛雄＊　小川光一＊　福田容子＊
　　　　　　　　　小野　　実＊＊

　岩手医科大学歯学部歯科予診室＊　（主任：戸塚盛雄教授）

岩手医科大学歯学部口腔外科学第二講座＊＊（主任：関山三郎教授）

〔受付：1984年5月15日〕

抄録：19才女性の下顎切歯部過剰歯の1例を経験した。過剰歯は定型的切歯の形態で，可と司の間の歯列

内に位置していた。口腔内X線写真にて歯根の異常はなかった。

Key　word8：tooth，　supernumerary．

緒 言

　日常の歯科臨床において，歯数の異常に遭遇

することがある。歯数異常には歯数過多と歯数

不足とがあり，歯数過多の発現頻度は歯数不足

に比し一般に少ないとされているb2）。　過剰歯

の好発部位について，Stafne’），佐藤1），は上

顎前歯部が最も多く，次いで上顎大臼歯部で，

下顎前歯部の頻度は少ないとしている。藤田

（1958）4）は過剰側切歯は上下顎とも切歯部に

現れるが，完全形を具えたものの頻度は極めて

小さく，その都度1例報告をする価値があると

述べており，出現が非常にまれであることが理

解される。

　今回われわれは19才女性の下顎前歯部に定型

的切歯過剰歯を認めたので報告する。

症 例

患者名：○谷○子，19才，女子学生

　初診：昭和58年7月12日

　主訴：信部の疹痛

　家族歴：母親が急性肝炎にて入院加療中，父

親は健在，同胞はなく，家族内に歯数異常者は

いない。

　既往歴：帝王切開にて誕生，生下時体重，

3，5009，3才頃より発熱を生じやすく，あま

り丈夫でなかった。小学生頃まで卵を接取する

ことによりストロフルスを生じた。昨年3月司

を局所麻酔下で抜歯，抜歯1時間後より気分が

悪くなったことがある。その他に特記すべき事

項はない。

　全身所見：身長156cm，体重51kgで，体格，

栄養状態ともに中等度である。

　口腔外所見：左頬部にび慢性腫脹と圧痛を生

じている。

　顎下リンパ節所見：両側に大豆大のリンパ節

を触知，ともに可動性で，左側には圧痛があ

り，右側には圧痛がない。

Acase　of　supernumerary　tooth　in　lower　anterior　region
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図1　口腔内写真，閉口時

図2　・｛：下顎歯列模型

図3　口腔内写真，下顎前歯部

　口腔内所見：口腔内清掃状態は概ね良好。

　歯牙所見：「百は半埋伏で，近心咬頭の一部が

萌出しており，同歯牙の頬側粘膜に軽度の発赤，

圧痛を伴なっていた。mにアマルガム充填，

欝鑛淫影「1
灘・：黙，，’

図4　口腔内X線写真
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と，過剰歯を含む下顎前歯の歯冠歯頚部にも線

状の着色が認められた。

　咬合関係および歯列弓：左右ともAngle　I

級で，咬合状態は緊密で，前歯部の被蓋はovre

　表1　ROENTOGEN　CEPHALOMETRIC
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bite　2．8mm，　over　jet　5．2mm（図1），上顎歯

列弓（図2）はほぼ正常な形で，下顎歯列弓は

可が唇側転位しており，犬歯のみ反対咬合の状

態で，上顎正中に対し下顎正中が右側に1mm
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偏位（図1）している。下顎両犬歯間に4本の

切歯があり，さらに可の舌側に切歯を認め，咬

耗が著明で，叢生状態（図3）を示している。5

本の歯牙はいずれも色調，形態は切歯に類似，

表2　ROENTGEN　CEPHALOMETRIC　ANALYSIS（Female－Adults）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PATIENT　　◆…　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　STANDARD
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mean～

FH　to　SN　plane

Facial　angle
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U－1to　FH　plane

L－1to　Occlusal
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（degree）
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A一Ptm’
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Mean　S．D，
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（Standard：by　Iizuka－Ishikawa）

U－1to　A－P　plane

U－1to　N－P　plane

Gn－Cd
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Cd－Go
（mm）
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8．92　　1．88

11．74　　2．73

119．33　4．43

77．20　　3．83

62．35　4．88

（Standard：by　Sakamoto－Miura－Iizuka）
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下唇小帯の位置より左側に歯数の異常はないと

判断した。

　X線所見：口腔内X線写真（図4）では，5本

の下顎切歯いずれも，歯根形成の異常もなく，

正常の形態を備えている。パノラマX線写真に

おいて，下顎前歯部以外に過剰歯は認められな

い。
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　頭部X線規格写真分析（表1，表2）：ほと

んどの計測項目において，Skeletal　patternの

範囲でほぼ正常で，U－1　to　SN　planeの角度

が113．68°と上顎切歯の前方傾斜を示した。

　歯牙・歯列弓・Basal　Archの大きさ（表3）：

過剰歯を除き測定したが，いずれの測定値も正

常範囲内である。

表3　歯・歯列弓・Basal　Archの大きさ（mm）
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表4　切歯の計測値（mm）
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Ω
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歯冠の幅16・15・115・315・4｛60

歯冠の厚み（6．0）15・05・gl　5・95・9

（　）内は抜去歯の計測値

　処置：画の近心に隣接している歯牙は，顎骨

内の植立状態も良好で，歯列内にほぼ位置して

いることより保存することにし，舌に強く接触

するとの患者の訴えもあり，百1の舌側に位置し

ている歯牙を抜去した。

　石膏模型上および抜去歯牙の計測：便宜上「「

に隣接する歯牙を万，旬の近心に位置する歯牙

を画，百1の舌側に位置する歯牙を司（図3）と

して実測した。歯冠長は舌側および唇側歯頚部

より切縁までの長さとし，歯冠の厚みについて

は，唇舌的歯頚部での厚さとし，抜去した百に

ついては解剖学的歯頚部を，歯冠の厚みは最大

豊隆部を測定した。計測値の結果は表4の如く

であった。測定値より瓦と『とが類似し，司と

巨とが類似していた。画は歯冠幅が5切歯の中

で最小値を示し，過剰歯と判断した。

考 察

　1　過剰歯の発現部位と頻度

　過剰歯は乳歯より永久歯に多くみられ，Sta・

fne（1932）3）は48，550名のX線写真を観察し，

441名500歯について報告，上顎切歯部が246歯

（49．2％）で最も多く，次いで上顎大臼歯部が

189（37．8％），以下下顎小臼歯が32歯（6．4％）．

下顎大臼歯部と下顎切歯部が共に10歯（2．0％），

上顎小臼歯部9歯（1．8％），上顎犬歯部2歯，

下顎犬歯部1歯の順であった。佐藤1）が1894年

より1936年までの本邦における過剰歯報告例と

自験例を合せ，過剰歯例474名529歯について

報告し，それによると上顎前歯部が最も多く，

以下上顎臼歯部，下顎臼歯部，下顎前歯部の順

で，下顎前歯部は最も少なかった。
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　2　下顎切歯部過剰歯の頻度

　今村5）は，29，764名中下顎に過剰歯を有す

るもの3名，うち下顎切歯部にみられた1例

（0．003％）を報告，脇屋6）は，5，230名中下

顎過剰歯を有するもの3名，うち切歯部2例

（0．038％），岡本7）は15年間に一般外来患者81

，231名中下顎過剰歯を有するもの16名，うち切

歯部3例（0．004％）を報告，川島8），住谷’）は

下顎切歯部過剰歯は1例もみられなかったとし

ている。

　3　下顎切歯部過剰歯報告例

　本邦における下顎切歯部過剰歯に関する報告

は今村（1926）5）を始めとし，多数の報告があり，

阿保’°），小椋U）ら，沢12）ら，多田13）らが従来

の下顎切歯部過剰歯の報告をまとめ検討してい

る。われわれが狩猟し得た範囲で，永久歯の下

顎切歯部過剰歯報告例を，解剖学的定型例（表

5）と非定型例（表6）に大別しまとめた。下

顎前歯部を含む多数の過剰歯例や，鎖骨頭蓋異

骨症などの症候群は除いた。定型例は本報告例

を含め33例，非定型例は21例であった。非定型

例のNo．17花岡41）らの報告例は，過剰歯の形態

が不明のため非定型例とした。下顎切歯部過剰

歯を定型，非定型例別にそれぞれ性別，左右側

別，発現部位別例数をまとめると表7の如くで

ある。

　性別：過剰歯の性別発生頻度について，佐

藤1），宇賀17）は，男性が女性の4倍をしめてい

ると報告，下顎切歯部過剰歯例では，定型例で

男性18例，女性14例，非定型例で男性9例，女

性8例で性差はなかった。過剰歯が両側にある

場合，定型例のNo．8，　No．13，　No．20はいず

れも女性であり，また乳歯の下顎前歯部両側過

剰歯例43’44’45）も女性であることは興味深いこと

である。

　左右別：定型例において右側10例，左側7例，

非定型例では右側10例，左側4例とやや右側に

多い傾向であった。正中部に位置する過剰歯で

は，定型例33例中13例（39．4％），非定型例21

例中4例（19．0％）と，定型例における割合が

高かった。
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　　　　　表5 本邦における下顎切歯部の定型的過剰歯の報告例
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No．1報　　告　　者　1発表年1性1年齢1左右側 部 位 形態及びその他

1　今村 汎・・［1926不明不明 右　　　32ゆ舌側 側切歯様

2　楠 国雄14）1931女11 右1・・1の酬 側切歯形

3 〃 ・ 肉49 左123間，歯列内 側切歯形

・1松本一男15・11933｜男136 正中（左）　1ほ間，歯列内 側切歯形

5　松　村 ⇒193∋女1211正中11・1間・歯列内 惨・醐形態

6 〃 〃男13正中111間，歯列内 解剖学的に近い形態引1
間に円錐形過剰歯

71宇賀春雄17’1934男22 左ll23の舌側 切歯形

8
一
n
フ

遠　藤　至六郎18） 1938肉241左右「弼，百の舌倶‖ ｝髄形左右各噛

脇屋和夫6）1940男12 右 32澗，歯列内 切歯形

1・1東郷繍ら19・1194・1男19 正中（右）　111間，歯列内 1購形
11阿保喜七郎10） 19411男12・1正中1111間，歯　‖内 切歯形

12　岸本 正⇒195・男25正中 111間，歯列内
類側切歯，1
状過剰歯

111間に紡錐

13巨井茂ら2・11952同181左右「靹舌側，西一の唇側 側切歯形　左右各1歯

14服部左門22・1959女不明正中111間，歯列内 匡常型

151吉岡鱗ら・・119601男121右i・の舌側 側切歯形

1∋山崎 酬1961肉131正∋1｛1間，劇内 切歯形，1家族8人中5人
に過剰歯

17　岡本 治ら・・19631男141右1311の醜山また噛列内1側購形

81 〃 ・ 1男1531左 ほ34の舌側または歯列内　　切歯形

19 ク 〃　　男　19 左1「「の舌側 ｛卿歯形

20　尾　崎 公25）19661女18左右虐｝、竃綱内［13の舌側ま1畠響雛3歯・左：側切

∋小椋 正ら11） 1968男い1正中（右）1111間，歯　‖内 1賭様
221山野腰之亮ら26・1969男9 左 2Cの舌側 完全側切歯形

231沢 秀一郎ら12）　1978　女　　7 右 2引聞，歯列内 切歯形

24 〃 〃巨川右「π1の酬 1切歯形

25 〃 〃1∋91右 211間，歯列内 1切歯形左願唯裂
26 〃 〃男101正中（左）ト1！1間，歯列内 1切歯形

271白川正順ら…11979女1261正⇒1i1間，歯列内 已嫡形
28金子昌幸ら28・1198・1男17 右　　　211間，歯列内 側切歯形

29｜五＋嵐東ら・9・巨98・1男601正中（左） 1「1間，歯列内 1中鋼形

301劉 逸ら13・ 1198・男i22 正中（右）　1ほ間，歯列内 切歯形

31岡本治ら… 11981男32 左　　123の唇側 側切歯形

32 ク 〃 同∋左 11・の舌側・た噛列内1側嫡形

33本症司19841女1gl右 311間，歯列内 切歯形
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表6　本邦における下顎切歯部の非定型的過剰歯の報告例

N・1報告者』年1性年齢1左右側1部 位 形態及びその他

1大橋平治郎・1）11932男30右 31の舌側
円錐形または類犬歯形，歯牙全長
8．5mm

2 〃 〃男1241右 2ゆ舌側 切歯形，歯牙全長6．5mm

3　江　沢 酬1937女1・8右 321の歯根間 2歯の　1歯：歯冠部圧平
過剰埋伏　1歯：多咬頭の歯冠のみ

・1福島玄…・11937女1311左｜「万の舌側 13歯の過綱円錐燃合過綱

5　遠藤　至六郎18） 1938男｜28已 321の舌側 犬歯に近い形状

6 〃 〃 1男1451∋一π1間 1米粒大

7 〃 〃 1男135∋211間 已粒大

8 〃 〃 酬不明1不明1 1付近の唇側
1小過剰歯

9　今　村 汎・・193gl女161正中1 ll1間 球状埋伏

1・1脇屋和夫・119401男121已132［間・歯根端 12歯の過剰猷・もに円錐形

11　上尾 酬19411男1401∋3・1の舌側 惨形麗者
121山田 剰19411不明不明正中 111間 i不明

13‥宗次… 119531女9左ll2・間，歯列内 1蜘錐形

141栃原 博∋19561女181正中1 111間，歯列内 1購編畠才7力賠BA脚こ乳

151小林茂夫ら・・11958女1221不明 23の舌側 陣鏑冠長1・m

161中村虻⇒19681女i261左1［励舌側 1米粒大・断全長9・3mm

17　花岡 宏ら4D 1972不明不明1棚 中切歯部 不　　明

181長縄弘康ロ・119751男・1∋可・埋伏丁の唇⇒戦形埋伏

91 〃 〃1女1101右1刷鍵尖部・埋伏11犬歯形の歯冠のみ猷

201白川正順ら・・1197gi男1271正⇒ 1ほ間，歯列内 1靴歯冠長は丁嚇

21　岡本 治ら・・） 11981不明17 左D2部 1蜘歯逆性埋伏

定型33例

表7　下顎切歯部過剰歯の左右別・性別・発現部位

　　　　　　　　　　　　非定型　21例
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発現部位：定型例では歯列内が20例と過半数

をしめ，非定型例では舌側が7例と最も多くみ

られた。定型例の正中部過剰歯は全例，歯列内

に位置していた。また下顎の唇側に出現した例
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は，定型例で2例，非定型例で1例とわずか3

例にすがなかった。

　過剰歯の形態：解剖学的形態をもつ定型と，

解剖学的形態をもたない非定型に大別1°’21’2’）さ

れているが，われわれは形態だけでなく，歯冠

長をも考慮し，解剖学的形態を備えていても，

形態が極端に小さいものは非定型とした。また

過剰歯との癒合，および双生歯としての報告例

については，その発生機序にはっきりした定説

もなく，それに伴う定義4桝6）も異なっているの

で，非定型とも別扱いにした。多田13）らは下顎

前歯部に過剰歯を認めた場合，いずれの歯牙が

過剰歯か判断するのに苦労することが多いが，

形態異常を有する歯牙が存在すれぽ，容易に過

剰歯とみなすことが出来る。また萌出位置が歯

列内外に関係なく解剖学的形態を有する歯牙が

存在する場合，その計測値をもって判断材料と

し，主として最小値を示すものを過剰歯として

いると述べており，本報告においても，同様に

下顎切歯を計測し歯冠が最小値を示した歯牙を

過剰歯と判定した。

　その他の報告例：過剰歯との癒合歯例や双生

歯例，乳歯例，下顎前歯部を含む多数過剰歯例

などがある。斎藤4‘）（1959）は本邦における永

久歯前歯部における癒合歯例について，1917年

から1958年までの報告例および自験例を報告し

ている。それによると下顎中切歯と過剰歯との

癒合歯例3例，側切歯との癒合歯例4例がある

その他に遠藤1‘），今村34），吉岡47），相田48），服

部22），吉本49），尾崎25）が報告している。吉岡の

報告例は下顎中切歯と側切歯と過剰歯の3歯が

癒合した例であり，尾崎の報告例は定型例（表

5）のNo．20の症例で，左側下顎側切歯3歯が

癒合した例である。

　乳歯例については，非定型例（表6）のNo．

14，栃原’8）の報告例があり，6才7ヵ月時「百五

間に乳歯の過剰歯があり，その後8才時1こ111

間の歯列内に円錐形過剰歯が存在した例であ

る。その他萩原5°），原田43）ら，荻田のら，平岡の

らの報告例がある。乳歯過剰歯としての判定基i

準について，藤田4）は次のように述べている。
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1）正常形態を示すこと，2）過多歯も歯列上

に排列していることであって，そのためどれが

過多歯であるか，どれが正常歯であるかの判定

に苦しむことが多いとしている。

　特異な例として，堀井5Dは19才男性，信は先

天性欠如で，同部に小さな種々の形態の5個の

群生歯例を報告，椿本52＞らは14才女性，3Z間に

7個の円錐形楼小過剰歯例を報告しており，こ

のように特定の部位に群生したものは複合性歯

牙腫との鑑別が必要と思われる。さらに平川53）

らは13才女性，「「は埋伏し下顎正中埋伏過剰歯

が存在し，両歯牙の歯冠を包埋する歯原性線維

腫を報告している。

　4　過剰歯の発生原因

　過剰歯の発生原因については，種々な説があ

り，確固たる説がなく多くの論議がなされてい

る。以下主な説として，

　1）系統発生学的な先祖返り（隔世遺伝）54）：

哺乳類の標準歯式1昔C十F才M与に近づく

先祖返りとする現象として現れる説である。藤

田55）は時として哺乳類の標準歯式を超過した5

本以上の小臼歯が発現すること。犬歯にも過剰

歯が発現することから，単なる先祖返りでない

としている。

　2）個体発生学的な形成障害56’57）：何らかの

原因で正常歯胚が分裂したか，あるいは正常歯

胚とは別に，独立して余計な歯胚が形成される

ためである。藤田はこの過形成にも発生しやす

い部位と，し難い部位とがあり，大臼歯部，小

臼歯部（代生歯堤の末端部），上顎切歯部は歯

牙原基間の間隙が広く，従って過剰形成が起こ

りやすく，これに反し下顎切歯部は上顎に比較

して，歯牙原基間の密度が大きいため過剰形成

が起こりにくいとしている。

　3）組織誘導説22）：過剰歯は正規の歯とは別

に，形成体の誘導作用をうけた細胞組織から発

生するとしている。周囲構造の変化に対応して

不規則現象を表わしたもので，周囲構造に変動

の多い部分に出現すると述べている。Moss58）

は歯牙の形成に関し，外胚葉と中胚葉の誘導に

4つの因子が関与しており，誘導刺激の強さ，
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その持続時間，刺激に対する刺激の反応能力，

刺激の特異性をあげており，野坂57）はこれら4

因子が満されて異常誘導として働きかけること

によって過剰歯が形成されるとし，正常歯牙と

同一発生過程をとると考えている。

　いずれの説においても，従来の過剰歯報告例

を十分に説明出来ないように思われる。

　5　遺伝的影響

　過剰歯が家族的に生じる報告は少なく，中

村59）は1家系4代にわたり，生存者31名中5名

（男性4名，女性1名），　6歯の過剰上顎正中

歯を有している例を報告し，血族結婚の結果，

変更遺伝子の集結のため表現力が強くなったと

し，深田6°）らは一卵性双生児において，同部位

に同じ様な過剰歯が認められた例を報告し，一

応遺伝関係が考えられると述べ，吉本61）らは過

剰歯出現の由来は不明としながらも，同胞の妹

に双生歯を認め，遣伝的因子が作用していると

考えており，山崎24）は1家族8名中5名（男性

2名，女性3名）に正中過剰歯を認め，4名が

上顎，1名が下顎正中部に過剰歯を認め，切歯

部過剰歯の出現性に遺伝性が考えられ，また上

下顎間にも関連性が推定されるとしている。本

報告においては，患老以外には家族内に過剰歯
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を有している者はおらず，家族的遺伝性につい

ては不明である。

　6　過剰歯の歯列弓に対する影響

　矯正患者を対象として，川島8）は過剰歯をも

つ症例の89．3％が咬合に影響を与えているとし

石川62）らは46．2％，花岡41）らは59．4％において，

過剰歯により歯列不正の影響があったとしてい

る。石川62）らは上顎前歯部の過剰歯のみに関す

る報告であるが，過剰歯は歯列の不正をおこす

原因となり得ても，直接下顎前突や過蓋咬合の

原因とはなりえず，偶然そこに過剰歯が存在し

ていたとしている。小椋’1）ら，沢12）らは過剰歯

が捻転や叢生などの歯列不正に影響を与えてい

るとしている。本報告においては，過剰歯によ

り旬が唇側に転位し，犬歯のみ反対咬合を生

じ，さらに前歯部に叢生状態を呈し，歯列に影

響を与えたと考えている。

結 び

　19歳女性の下顎切歯部に定型的過剰歯の症例

を経験したので文献的考察を加え報告した。

　（本論文の要旨は昭和58年11月26日岩手医科

大学歯学会第9回総会において発表した。）

　Abstract：In　a　19ryear－old　female，　we　found　a　supernumerary　permanent　tooth，　a　mandibular

incisor，　with　a　fully　developed　clin三cal　crown．　It　was　located　on　the　dental　arch，　between　the　right

lower　centlal　incisor　and　the　canine．　A　periapical　radiograph　revealed　a　fully　developed　root．
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